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三原バイパスの全線開通により、三原市内の交通環境が大幅に改善

・三原バイパスの全線開通により、三原市中心部
を回避する道路ネットワークが形成。

・国道２号（現道）と三原バイパスとの交通の分担
が図られ、現道部の渋滞解消、所要時間の短縮
など、市内の交通環境が大幅に改善

・三原市内の交通環境の改善を多くの住民が実感

⑤交通円滑化 広島県 一般国道２号 三原バイパス 平成２４年３月３１日開通

注1）三原バイパス全線未開通は、H9センサス混雑時旅行速度による。
注2）三原バイパス部分開通時は、平成23年11月1日（火）夕ピークの実走調査による。
注3）三原バイパス全線開通後は、平成24年7月4日（水）夕ピークの実走調査による。
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■断面交通量の約５割がバイパス
を利用しており、国道２号（現道）
の交通量は約３割減少

465 481

■ 三原バイパスの整備状況
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99 94

大型車の
約８割が転換

■大型車の約８割がバイパスへ
転換しており、国道２号（現道）
の大型車交通量は大幅に減少

■市内の渋滞が解消

最
大
渋
滞
長
（
ｍ
）

■三原市中心部の通過時間が約１２分
短縮し、整備前に比べ、半減

約７分短縮

約５分短縮

■約８割の住民が市内
の交通が円滑になっ
たと実感

円滑に
なった

どちらかといえば
円滑になった

変化が
ない

わから
ない

無回答

Ｑ．三原市中心部の交通が
円滑になったと思いますか？

約８割の住民が市内の
交通が円滑化を実感

(N=599)

資料）住民アンケート調査結果
（平成２５年１月実施）
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写真③：整備後の

三原バイパスの状況

写真①：全線開通前の

国道２号（現道）の状況

至 広島市

至 福山市

■ 位置図

一般国道２号
三原バイパス

広島県

写真②：全線開通後の

国道２号（現道）の状況
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至 福山市
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部分開通時 全線開通後

部分開通時（中之町ランプ～新倉町ランプ）
：平成19年2月21日（水）調査結果（夕ピーク）

全線開通後 ：平成25年2月13日（水）調査結果（夕ピーク）

解
消

全線未開通：平成9年道路交通ｾﾝｻｽ
部分開通時（時広ランプ～新倉町ランプ）：平成23年11月1日（火）調査結果
全線開通後：平成25年2月13日（水）調査結果

みはら


